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イ
ス
ラ
ム
化
以
降
ハ
ツ
ジ
の
儀
穫
に
メ
J

カ
で
の
儀
式
が
加
わ
っ
た
。

巡
種
時
の
交
易
の
あ
り
方
も
愛
化
し
、
ウ
カ

l
ズ
な
ど
ジ
ャ

l
ヒ
リ
1

ヤ

時
代
に
栄
え
た
市
は
徐
今
に
衰
退
し
た
。
尚
賓
の
あ
り
方
も
、
ム
ハ
ン
マ
ド

は
様
今
な
規
範
を
定
め
た
が
、
コ

l
ラ
ン
、
ス

ン
ナ
の
定
め
る
賛
同
貝
規
定
が
、

ジ
ャ
l
ヒ
リ
l
ヤ
時
代
の
慣
習
を
ま
っ
た
く
否
定
す
る
も
の
か
断
定
は
で
き

、ご、

。

ナ

Hd
bイ
ス
ラ
ム
は
メ
ッ
カ
に
始
ま
る
が
、
し
か
し
、
ジ
ャ

l
ヒ
リ

l
ヤ
時
代
の

枇
曾
秩
序
は
、
決
し
て
メ

y
カ
中
心
に
動
い
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
改
革
思
想
再
考

|

|

「
新
オ
ス
マ
ン
人
」
を
中
心
に
|
|

新

政

美

井

十
九
世
紀
に
オ
ス
マ
ン
帝
図
の
西
洋
化
改
革
を
先
導
し
、
方
向
づ
け
た
と

言
わ
れ
る
の
が
、
「
新
オ
ス
マ
ン
人
」
と
線
担
刑
さ
れ
る

一
群
の
知
識
人
で
あ

る
。
サ
ー
ド
ゥ
ク

・
リ
フ
ァ
ト
・
パ
シ
ヤ
(
一
八

O
七
五
六
)
が
一
八
三一

七
年
に
ウ
ィ
ー
ン
に
公
使
と
し
て
赴
任
し
た
の
ち
、
改
革
汲
の
同
志
ム
ス
タ

フ
ァ

・
レ
シ
ト

・
パ
シ
ヤ
(
一
八

O
O
l五
八
)
に
書
き
迭
っ
た
見
解
は
、

三
九
年
に
公
布
さ
れ
る
ギ
ユ
ル
ハ

|
ネ
勅
令
の
骨
組
み
を
、
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
先
取
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
そ
の
意
見
は
、
従
来
の
オ
ス
マ

ン
的
傍
統
の
線
上
で
理
解
可
能
な
も
の
で
も
あ

っ
た
。

そ
の
後
登
場
し
た
「
新
オ
ス
マ
ン
人
」
た
ち
は
、
サ
ー
ド
ゥ
ク

・
リ

フ
ァ

ト

・
パ
シ
ャ
が
紹
介
し
た
西
洋
の
近
代
文
明
を
オ
ス
マ
ン
枇
曾
に
導
入
す
べ

く
言
論
活
動
を
行
な

っ
た
。
し
か
し
彼
ら
の
多
く
は
、
政
府
の
堅
迫
を
受
け

て

一
八
六
七
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ

逃
れ
る
と
、
イ
ス
ラ
ム
の
文
脈
で
政
府
批

判
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た
批
判
の
鍵
に
な
っ
た
の
が
「
平

等
」
概
念
で
あ

っ
た
。
彼
ら
は

「
図
民
」
を
希
求
す
る

一
方
で
、
ム
ス
リ

ム
・
非
ム
ス
リ
ム
開
の
平
等
を

「
反
イ
ス
ラ
ム
的
」
と
断
罪
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
彼
ら
は
、
政
府
批
判
の
切
り
札
と
し
て
「
シ
ヤ
リ
l
ア
の
賓
施
」
を
も

持
ち
出
し
た
。
一

八
七

0
年
代
に
イ
ス
タ
ン
プ
ル
へ
時
還
す
る
と
、
彼
ら
の

論
説
か
ら
は
「
イ
ス
ラ
ム
」
を
鍵
と
す
る
政
府
批
判
は
姿
を
消
す
が
、
し
か

し
「
シ
ャ
リ

1
ア
の
賓
施
」
や
「
硬
直
し
た
シ
ャ
リ

l
ア
」
と
い
う
言
説
自

慢
は
生
き
績
け
、
そ
の
後
の
知
識
人
た
ち
の
言
論
の
中
で
、
繰
り
返
し
登
場

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

新
羅
骨
品
制
再
考
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李

成

市

骨
品
制
は
、
新
羅
の
王
京
人
を
釣
象
と
し
た
族
制
的
身
分
制
で
あ
り
、
聖

骨
・
長
骨
の
骨
階
層
と
、
六
頭
品
・
五
頭
品
・
四
頭
口
聞
な
ど
の
頭
品
階
暦
と

で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
聖
骨
は
、
夏
徳
女
王
の
死
去
に
よ
り
六
四

五
年
に
消
滅
し
た
と
停
え
ら
れ
る
が
、
後
代
に
な
っ
て
夏
徳
女
王
以
前
の
歴

代
に
封
損
さ
れ
た
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
頭
品
階
暦
は
六
頭
口
聞
か
ら
順
次
下

降
す
る
構
造
か
ら
み
て
、
元
来
、

一
頭
口
叩
に
い
た
る
六
階
層
か
ら
な
っ
て
い

た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
骨
階
層
と
頭
品
階
層
の
多
階
層
か
ら
な
る
骨
品
制
の
成
立
に
つ



い
て
は
、
骨
階
層
と
頭
品
階
暦
を
併
せ
た
八
階
層
か
ら
な
る
秩
序
構
造
が
六

世
紀
に
成
立
し
た
と
す
る
通
説
に
封
し
て
、
九
世
紀
に
な
っ
て
鎮
骨
以
下
の

七
階
層
が
成
立
し
た
と
い
う
説
も
あ
っ
て
、
そ
の
史
的
展
開
過
程
は
つ
ま
び

ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
九
七
八
年
に
韓
園
の
園
賓
に
指
定
さ
れ
た
新

羅
華
厳
経
由
局
経
政
文
(
七
五
五
年
)
に
「
六
頭
品
」
身
分
の
者
が
検
出
さ
れ
、

九
世
紀
成
立
設
は
存
在
し
え
な
く
な
っ
た
。

た
だ
し
六
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
多
階
層
か
ら
な
る
骨
品
制
の
成
立
を
裏

づ
け
る
明
讃
は
全
く
な
い
。
解
明
の
糸
口
は
、
七
世
紀
後
宇
ま
で
新
羅
王
京

人
の
身
分
標
識
と
し
て
内
外
に
誇
示
さ
れ
た
六
部
(
「
地
縁
集
圏
」
)
と
骨
口
問

制
と
が
い
か
な
る
連
闘
を
有
し
て
い
た
か
の
検
討
に
あ
る
。
こ
れ
を
手
が
か

り
に
、
そ
の
骨
品
制
度
成
立
時
期
が
七
世
紀
後
竿
に
あ
っ
た
こ
と
を
提
唱
し

て
み
た
い
。地

方
の
商
舎
と
在
来
産
業
の
護
展

|
|
河
北
省
高
陽
豚
一
九

O
六
l
一
九
三
七
年
|
|

リ
ン
ダ

・
グ
ロ
ー
ブ
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我
々
の
、
二

O
世
紀
の
中
園
に
お
け
る
商
舎
の
役
割
に
関
す
る
知
識
や
見

解
の
ほ
と
ん
ど
は
、
中
園
の
主
要
都
市
の
商
曾
の
残
し
た
記
録
を
も
と
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
最
近
の
商
曾
に
開
す
る
研
究
は
、
商
舎
の
政
治
的
な
役
割

を
検
査
す
る
も
の
や
、
商
舎
の
活
動
が
賓
際
に
清
末
民
園
に
生
ま
れ
た
市
民

枇
舎
で
始
ま
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
問
う
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
論
文

で
は
、
主
要
都
市
の
商
舎
を
援
黙
と
し
て
い
た
「
紳
商
」
が
頻
繁
に
研
究
封

象
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
文
で
は
こ
れ
ら
の
研
究
か
ら

親
黙
を
愛
え
、
あ
る
小
さ
い
町
の
商
曾
の
経
済
活
動
を
検
設
す
る
。

中
園
に
お
け
る
最
初
の
商
舎
は

一
九

O
二
年
に
上
海
で
設
立
さ
れ
た
。
そ

れ
に
績
い
て
一
九

O
三
年
に
天
津
と
幅
州
で
、
一
九

O
四
年
に
は
南
京
、
慶

門
、
重
慶
、
そ
し
て
温
州
で
も
商
舎
が
設
立
さ
れ
た
。
一
九
一

一一
年
ま
で
に

は
全
園
に
七
九
四
の
商
工
曾
議
所
が
あ
り
、
そ
の
内
の
五
一
の
線
合
商
舎
は

大
き
な
都
市
に
、
そ
し
て
七

O
O以
上
の
支
部
は
際
や
地
方
の
比
較
的
小
さ

な
都
市
に
お
か
れ
た
。
高
陽
の
商
舎
も
こ
れ
ら
多
く
の
小
さ
な
商
舎
の
一
つ

で
あ
る
。

高
陽
商
曾
は
一
九

O
六
年
に
、
商
舎
の
設
立
に
関
す
る
規
定
に
従
っ
て
設

立
さ
れ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
の
賓
際
の
活
動
は
日
本
の
産
地
に
お
け
る
同
業

組
合
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
文
は
高
陽
商
曾
の
様
#
な
活
動
|
|

産
業
の
後
達
の
促
進
、
税
金
の
優
遇
の
獲
得
、
商
業
に
閲
す
る
知
識
の
供
給
、

そ
し
て
そ
れ
の
役
員
の
中
圏
全
園
商
曾
聯
合
舎
に
お
け
る
活
躍
に
よ
る
高
陽

の
知
名
度
の
向
上
||
を
通
し
て
こ
の
商
曾
が
高
陽
の
繊
維
産
業
に
ど
の
よ

う
な
貢
献
を
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
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京
都
客
寓
時
代
の
羅
振
玉
と
内
藤
湖
南
の
交
友
に
つ
い
て

宇多

村

邦

彦

羅
振
玉
(
一
八
六
六
一
九
四

O
)
は
、
清
末
民
初
を
代
表
す
る
碩
撃
の

一
人
で
あ
る
。
特
に
著
述
の
宏
富
な
黙
で
は
、

『羅
雲
堂
先
生
全
集
』
全
一

四
O
品
川
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
古
今
に
冠
絶
す
る
と
言
っ
て
も
過


